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法
人
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
小
地
域
相
互
ケ
ア
ホ
ổ
ム
こ
と
ぶ
き
の
里
」
の
運
営
状
況
等
に
つ
い
て
、
理
事

⾧
、
担
当
者
よ
り
説
明
を
受
け
た
。 

 

こ
の
法
人
は
、
今
回
視
察
し
た
施
設
以
外
に
「
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ổ
プ
ホ
ổ
ム
」
、
「
地
域
密
着
型
デ
イ

サ
ổ
ビ
ス
」
等
の
介
護
保
険
事
業
を
行
ỵ
て
い
る
。 

 

今
回
、
視
察
し
た
「
小
地
域
相
互
ケ
ア
ホ
ổ
ム
こ
と
ぶ
き
の
里
」
は
、
交
流
棟
(
管
理
棟
)
と
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ộ

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
住
居
を
９
戸
整
備
し
２
０
代
の
家
族
(
妻
子
)
か
ら
９
０
代
の
独
居
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
、
法
人

の
理
念
に
賛
同
す
る
住
民
同
士
が
相
互
理
解
の
も
と
に
生
活
し
て
い
る
も
の
で
あ
ỵ
た
。 

 

ま
た
、
緊
急
通
報
装
置
が
住
居
毎
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
緊
急
時
に
は
職
員
や
住
民
同
士
で
駆
け
つ
け
る
体

制
に
な
ỵ
て
い
る
。
そ
の
他
で
は
「
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ổ
プ
ホ
ổ
ム
」
が
隣
接
し
て
お
り
、
様
々
な
ケ
ổ
ス

に
対
応
で
き
る
よ
う
な
コ
ミ
ἁ
ニ
テ
ỻ
と
な
ỵ
て
い
る
。 

 

現
在
、
「
こ
と
ぶ
き
の
里
」
は
社
会
福
祉
制
度
の
適
用
外
で
、
法
人
が
独
自
で
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
の
た

め
、
運
営
費
等
は
家
賃
収
入
と
入
居
者
が
当
該
法
人
の
介
護
保
険
サ
ổ
ビ
ス
を
利
用
し
た
給
付
費
な
ど
で
賄
わ

れ
て
い
る
状
況
で
あ
ỵ
た
。 

 

今
回
、
視
察
し
た
施
設
は
、
建
設
費
や
運
営
費
に
補
助
金
な
ど
は
充
て
ら
れ
て
い
な
い
事
業
で
あ
ỵ
た
が
、

離
島
に
あ
る
本
町
で
も
、
医
療
・
福
祉
の
連
携
、
人
材
の
育
成
、
効
率
面
な
ど
、
一
体
的
な
コ
ミ
ἁ
ニ
テ
ỻ
の

整
備
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
面
に
お
い
て
見
習
う
点
の
多
い
視
察
研
修
と

な
ỵ
た
。 

小
地
域
相
互
ケ
ア
ホ
ổ
ム
と
は 

１
⁔
住
居
す
べ
て
戸
建
て
で
、
年
齢
問
わ
ず
皆
が
助
け
合
ỵ
て
暮
ら
す
場
で
す
。 

２
⁔
介
護
や
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
個
人
で
も
家
族
と
で
も
、
ま
た
一
人
暮
ら
し
二
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、

子
育
て
中
の
家
族
、
若
者
な
ど
多
様
な
形 

で
利
用
で
き
ま
す
。 

３
⁔
常
駐
す
る
職
員
の
い
る
交
流
棟
が
あ
り
、
食
事
会
や
会
合
な
ど
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。 

４
⁔
緊
急
通
報
装
置
を
各
戸
に
配
置
し
、
交
流
棟
の
職
員
や
住
民
同
士
で
対
応
し
ま
す
。 

５
⁔
必
要
な
方
は
希
望
に
沿
ỵ
た
福
祉
や
医
療
、
保
険
の
利
用
が
で
き
ま
す
。 

６
⁔
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 
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議
会
だ
よ
り 
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